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木づかい運動
土木学会、日本木材学会、日本森林学会の取組

本年度の「木づかい運動」のポスター

平成 17 年度から国産材利用に関しての普及啓発活動を強化し、
国民運動として「木づかい運動」を行っています。
前号（9 月号）での「企業の取組」に引き続き、

今回は「土木学会」「日本木材学会」「日本森林学会」が協力し、発足した
「土木における木材の利用拡大に関する横断的研究会」の取組を紹介します。
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現
在
の
日
本
の
森
林
資
源
は
、
人
工
林

を
中
心
に
充
実
の
一
途
を
辿
っ
て
い
ま
す

が
、
木
材
自
給
率
は
わ
ず
か
二
割
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
、
二
酸
化
炭
素
を
固
定

す
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
木
材
の
利
用
拡

土
木
分
野
に
お
け
る

国
産
材
の
利
用
を
目
指
し
て

大
に
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
中
、
昨
年
九
月
に
「
土

木
学
会
」「
日
本
木
材
学
会
」「
日
本
森
林

学
会
」
が
協
力
し
、
発
足
し
た
の
が
「
土

木
に
お
け
る
木
材
の
利
用
拡
大
に
関
す
る

横
断
的
研
究
会
」
で
す
。

か
つ
て
、
土
木
の
分
野
で
は
木
材
を
多

利
用
拡
大
に
向
け
た
技
術
開

発
を
進
め
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
、
こ
の
会
の
主
な
目
的

で
す
。

実
は
こ
れ
ま
で
、
森
林

や
木
材
と
い
っ
た
〝
供
給

側
〟
の
活
動
は
活
発
に
行
わ

れ
て
い
た
も
の
の
、〝
需
要

側
〟
で
あ
る
土
木
と
の
連
携

は
あ
ま
り
取
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の
よ

間
伐
材
を
利
用
し
た
治
山
ダ
ム
、
道
路
施

設
、
法
面
防
護
工
、
水
路
②
現
場
近
く
か

ら
産
出
す
る
木
を
使
っ
た
遊
歩
道
や
治
山

施
設
③
木
製
の
聖
牛
（
※
河
川
を
安
定
さ

せ
る
た
め
の
水
制
工
。
木
製
で
牛
の
角
が

出
て
い
る
よ
う
な
形
な
の
で
名
付
け
ら
れ

た
）、
粗
朶
沈
床
、
牛
枠
な
ど
の
河
川
構

築
物
③
多
自
然
型
河
岸
防
護
工
④
木
杭
利

用
に
よ
る
地
盤
改
良
や
基
礎
工
事
、
な
ど
。

土
木
分
野
へ
の
木
材
の
利
用
拡
大
を
目
的

に
、
一
一
月
二
一
日
に
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

土
木
分
野
で
の
国
産
材
使
用
の
促
進
は
、

自
然
環
境
の
面
か
ら
み
て
も
悠
長
に
構
え

て
い
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で

き
る
こ
と
か
ら
順
次
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
活
動
を
目
指
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
学
会
横
断
的
研
究
会
長
の

今
村
祐
嗣
氏
が
見
据
え
る

ビ
ジ
ョ
ン

今村　祐嗣（いまむら　ゆうじ）
京都大学生存圏研究所居住圏環境共生分野教授、昭和
44 年京都大学農学部林産工学科卒業。現在、生存圏研
究所副所長を兼務。日本木材学会前会長、 ( 社 ) 日本木
材保存協会会長、日本環境動物昆虫学会副会長、木質炭
化学会副会長、 （社）日本木材加工技術協会関西支部長。

く
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
高
度
経

済
成
長
や
バ
ブ
ル
期

な
ど
を
経
て
、
主
要

材
料
は
鉄
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
移
行
。〝
土

木
〟
と
言
い
つ
つ
も
、

ほ
と
ん
ど
木
を
使
っ

て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
そ
こ
で
今
一

度
、
木
の
特
性
を
見

直
し
、
土
木
事
業
で

木
材
を
使
用
す
る
際

の
問
題
点
を
抽
出
し
、

う
に
同
じ
目
的
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
に
は
、
土
木
の
側
に
一
つ

の
き
っ
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は

一
九
九
七
年
に
行
わ
れ
た
東
京
駅
前
の
旧

丸
ビ
ル
解
体
工
事
。
そ
こ
で
約
七
五
年
が

経
過
し
た
ベ
イ
マ
ツ
の
基
礎
杭
が
、
当
時

の
姿
で
現
れ
た
の
で
す
。
木
材
は
腐
る

と
い
う
固
定
概
念
が
崩
れ
た
瞬
間
で
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
木
材
は
腐
り
ま
す
。
た

だ
、
そ
の
た
め
に
は
空
気
・
水
分
・
温
度

の
条
件
と
腐
朽
菌
が
揃
っ
て
い
る
必
要
が

あ
り
、
そ
の
ど
れ
か
が
欠
如
し
て
も
腐
食

の
進
行
は
停
止
し
ま
す
。
逆
に
、
腐
る
こ

と
が
自
然
へ
返
る
と
い
う
形
で
地
球
環
境

へ
貢
献
す
る
一
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
木
の
持
つ
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

見
極
め
、
現
在
は
次
の
よ
う
な
提
案
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
①
森
林
育
成
の
た
め
の
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土
木
学
会
、
日
本
森
林
学
会
、
日
本
木

材
学
会
の
三
つ
の
学
会
が
「
横
断
的
研
究

会
」
を
設
立
し
、
土
木
分
野
で
の
木
材
利

用
を
拡
大
す
る
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
成
二
〇
年
三
月
に
は
三
学
会
の
連
携
に

よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
木
材

利
用
に
関
す
る
各
学
会
の
取
組
や
会
と
し

て
の
研
究
内
容
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
も

と
も
と
土
木
工
事
に
は
土
や
木
、
石
な
ど

天
然
材
料
を
見
直
し

木
材
を
地
盤
対
策
に

の
天
然
素
材
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
こ
れ
ら
の
材

料
の
多
く
は
セ
メ
ン
ト
、
鉄
や
人
工
材
料

に
と
っ
て
替
わ
ら
れ
ま
し
た
。
京
都
議
定

書
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目
標
に
向

け
て
、
間
伐
材
を
中
心
に
土
木
分
野
で
再

び
木
材
が
多
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
森
林
の
整
備
に
役
立
ち
、
CO2
削
減
に

も
繋
が
る
と
い
う
観
点
か
ら
三
学
会
が
平

成
一
九
年
に
連
携
し
た
の
が
会
設
立
の
始

ま
り
で
す
。

飛
島
建
設
で
は
天
然
材
料
を
見
直
す
と

い
う
環
境
問
題
に
基
づ
い
た
視
点
か
ら
、

木
材
に
よ
る
地
盤
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
過
去
の
軟
弱
地
盤
に
対
す
る
対
策

は
杭（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
鋼
製
）で
支
え
る

方
法
と
地
盤
を
固
め
る
方
法
（
セ
メ
ン
ト

等
）が
主
流
で
し
た
が
、実
験
的
に
木
材
を

使
っ
た
と
こ
ろ
、
腐
朽
が
ほ
と
ん
ど
進
ま

ず
に
CO2
を
地
中
に
長
期
固
定
化
で
き
る
と

分
析
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
飛
島
建
設
に

は
木
材
の
耐
久
性
や
腐
朽
を
調
べ
る
た
め

の
施
設
が
設
け
ら
れ
、
無
処
理
や
腐
朽
対

策
を
し
た
カ
ラ
マ
ツ
や
ス
ギ
を
地
中
に
埋

め
、
高
さ
30
㎝
幅
で
地
下
水
位
を
人
為
的

に
変
動
。
そ
の
変
化
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

歴
史
的
構
造
物
に
使
わ
れ
た
マ
ツ
や
ス
ギ

な
ど
の
木
材
を
掘
り
出
し
て
の
調
査
も

行
わ
れ
、
地
下
水
位
よ
り
も
深
い
部
分
で

は
木
の
腐
朽
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
最

も
古
い
の
は
七
八
年
前
の
木
材
が
全
く
健

全
な
状
態
だ
っ
た
と
い
う
報
告
も
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
実
際
、
宮
崎
県
庁
な
ど
は
木

杭
が
使
用
さ
れ
て
い
る
建
造
物
。
木
材
を

利
用
し
た
地
盤
対
策
の
研
究
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
ま
す
。
粘
土
の
よ
う
に
柔
ら
か

い
土
で
出
来
た
軟
弱
地
盤
と
液
状
化
し
や

す
い
砂
地
盤
に
は
、
共
通
し
て
水
が
多
く

含
ま
れ
て
い
て
、
木
杭
が
腐
朽
し
な
い
条

件
に
合
致
し
て
い
る
と
い
う
デ
ー
タ
も
あ

り
ま
す
。
土
木
分
野
で
間
伐
材
が
有
効
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
は
美
し
い
森
林
づ
く
り

へ
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
環
境
保
全

へ
の
貢
献
が
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

土
木
学
会
に
参
加
し
て
い
る

飛
島
建
設
株
式
会
社
の
取
組

上：木杭の耐久性や腐朽を調べるための施設

中：無処理や腐朽対策を行ったカラマツやスギ

下：実際使用されていた古い木杭
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﹁
土
木
に
お
け
る
木
材
の
利
用
拡
大
に
関
す
る
横
断
的
研
究
会
﹂の
活
動

◉研究会
2007 年 09 月 28 日、第 1 回の研究会を早稲田
大学で実施。
2007 年 11 月 26 日、第 2 回の研究会を土木学
会で実施。
2008 年 01 月 28 日、第 3 回の研究会を土木学
会で実施。
2008 年 04 月 03 日、第 4 回の研究会を土木学
会で実施。
2008 年 05 月 28 日、第 5 回の研究会を東京大
学で実施。
2008 年 07 月 25 日、第 6 回の研究会を土木学
会で実施。

◉シンポジウム
2008 年 3 月 4 日、土木学会講堂で土木学会シン
ポジウム「土木事業への間伐材利用シンポジウム～
日本森林学会、日本木材学会と共に森林保全と地球
温暖化を考える～」を実施。

2008 年 9 月 11 日、東北大学川内北キャンパス
で土木学会平成 20 年度全国大会研究討論会「木材
を活かした国づくりまちづくり―土木技術ができる
地球温暖化対策―」を実施。

第114回生存圏シンポジウム
「地球温暖化防止の観点からの土木
における「木材」の利用」を開催！

日程：2008 年 11 月 21 日（金）13:00 ～ 17:30
会場：京都大学生存圏研究所・木質ホール 3F
主催：京都大学生存圏研究所
オーガナイザー：濱田政則
　　　　　　　　（早稲田大学教授、土木学会前会長）
後援：土木における木材の利用拡大に関する横断的

研究会、京都府
協賛：（社）土木学会、日本森林学会、日本木材学会
内容：①開会挨拶（早稲田大学　濱田政則）②もっ

と木材を土木で！（東京農工大学　石川芳
治）③土木における木材の利用―課題と展望
―（森林総合研究所　外崎真理雄／秋田県立
大学　佐々木貴信）④パネル討論「木材の土
木利用の新たな展開に向けて !!!」（司会：京
都大学　今村祐嗣〈木製構造物に適した設計・
積算・施行・検査（京都府　高奥信也）、耐
久性調査を踏まえた維持管理（京都府立大学
　田淵敦士）、保存処理木材の土木分野での
利用（㈱越井木材工業　松本義勝）、森林の
現状と木材の安定供給（京都府森林組合連合
会　青合幹夫）〉⑤閉会挨拶（東京大学　白
石則彦）　※展示会を同時開催。

今村　祐嗣（京都大学、日本木材学会）委員長
外崎真理雄（森林総合研究所、日本木材学会）
桃原　郁夫（森林総合研究所、日本木材学会）幹事
白石　則彦（東京大学、日本森林学会）
豊川　勝生（東京農業大学、日本森林学会）
久保山裕史（森林総合研究所、日本森林学会）幹事
濱田　政則（早稲田大学、土木学会）
平沢　秀之（函館工業高等専門学校、土木学会）
佐々木貴信（秋田県立大学、土木学会）
渡辺　　浩（福岡大学、土木学会）
石川　芳治（東京農工大学、土木学会）
石田　　修（大成建設、土木学会）
今井　　久（間組、土木学会）事務局
沼田　淳紀（飛島建設、土木学会）幹事代表
古木　守靖（土木学会、オブザーバー）
高奥　信也（京都府、その他）
今泉　裕治（林野庁、その他）
熊本　宏次（林野庁、その他）

◉研究会

これまでの活動

第114回生存圏シンポジウム

これからの予定

土木における木材の利用拡大に
関する横断的研究会の参加者

3 月に行われたシンポジムの様子


